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福島第一
原子力発電所

大地震の
震央



震災当日のGazi工房
（福島市）

國分宅の壁も、いたるところにヒビが...
（郡山市）



1階がつぶれて、立入禁止になったビル
（郡山市）

お墓は、のきなみ倒壊
（郡山市）



隆起したマンホールのふた
（伊達市）

Gazi工房赤井さん宅の蔵
（伊達市）



断水がつづき、5日ぶりのお風呂
（福島市）

3時間ならんで、5リットルの水をゲット
（郡山市）



削った校庭の土は、ブルーシートで隔離
（郡山市）

仮設住宅が建設されはじめる
（郡山市）



ちょっと告知

収益金を「子供たちの笑顔をつくる」イベントの
開催費用とする目的で、福島の有志が販売中

チャリティTシャツ販売

よろしければ、ご協力ください！

http://ganba1049.net/

http://ganba1049.net
http://ganba1049.net


セッションの内容

• 震災とソーシャルメディア
• 震災後に役立った情報とは
• ソーシャルメディアを中心とするWebのよい点、残念な点
• これからソーシャルメディアに望むこと
• まとめ



震災とソーシャルメディア
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あらわになったソーシャルメディアの問題
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•高齢者などソーシャルメディアを
活用していない層との情報格差が大きい

•意外と、主婦も活用していない。
活用している人といない人との危機感の差

•デマの拡散と鎮火のむずかしさ
（千葉コスモ石油のタンク火災、関西電力管内の節電など）

•情報の信頼性、公式RTと非公式RT問題



エビログ「twitterのデマ発生源はつきとめられる」
  http://ebilog2009.seesaa.net/article/191045647.html

http://ebilog2009.seesaa.net/article/191045647.html
http://ebilog2009.seesaa.net/article/191045647.html
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法人サイトの観点から見た場合
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•震災関連情報やお見舞いを公開する必要性の検討
•震災による物流や業務の遅延などに関する
情報発信の遅れ

•最悪の場合、サーバやデータセンターが被災し、
ハードウェアやデータが喪失

•アクセシビリティや再利用性を意識した
情報提供の必要性
（PDFではなく、HTML、テキスト、CSVなど）

•ソーシャルメディアによる
顧客への多様な連絡手段の大切さ



2011年3月26日 東京電力発表資料（PDF）
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Webサイト／サービス、Webアプリ／スマートフォンアプリの取り組み
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• 地震速報や放射線量情報
（ゆれくる、全国の放射能濃度一覧など）

• 消息情報
（Google Personal Finder、Picasa避難所名簿共有など）

• 現地情報
（OLIVE、sinsai.info、SAVE JAPAN!、negau.orgなど）

• ボランティア情報（助け合いジャパンなど）
• 支援物資（Todoke!、gift.negau.orgなど）
• 義援金・募金
（グルーポン、ユナイテッドピープル基金、Trust in Japan）

• ホスティング会社のCDN、データ復旧サービス無償提供
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報道やマスメディアの問題（1）
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• 事実を伝えようとしない報道姿勢の問題
（3月30日 東京電力 勝俣会長の記者会見からややマシになった）

• 大広告主とマスメディアの癒着
• マスメディアの検証機能の放棄
• 千葉県の建物倒壊や液状化現象など、
報道されない「盲点」の存在

• フリージャーナリストのみなさんの活動、
Ustreamやニコニコ生放送での中継などで、
マスメディアに大きな風穴が開く

• いまだに、広瀬隆さん、広河隆一さん、
京大助教 小出裕章さんなどはマスメディアに登場しない
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報道やマスメディアの問題（2）
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•CNN、BBCなど海外メディアの情報に
頼らざるをえない状況が長くつづいた

•The New York Times、ABC News、
Boston.comなどの被災地の真実を伝える写真

•海外の調査機関の発表のほうが信頼性が高い？
（特に原子力問題への関心が高いヨーロッパの調査機関）

•インターネットを通じて
より「事実」に近い情報にリーチする必要性
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関係当局や自治体、専門家のTwitter活用
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•首相官邸（@Kantei_Saigai）
•陸上自衛隊（@JDSDF_pr）
•ルース駐日米国大使（@AmbassadorRoos）
•在日米海軍司令部（@CNFJ）
•被災地の自治体
•被災地の新聞社
•政治家
•専門家
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NHK クローズアップ現代「今、私たちにできること～”ソーシャルメディア”支援～」
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• 災害によって運命共同体としての意識が強くなった

• 他人の役に立ちたいという意識

• 声高に叫ぶのではなく「ただ、つぶやけばよい」というメリット

• 災害時は「平等化の原理」（連帯感）が働く

• これだけさまざまな情報にアクセスできる世の中では、
デマを過度に恐れる必要なし

• 現地には多様なニーズがあり、
ソーシャルメディアは小さなニーズを積み重ねるのに有効

• 阪神大震災はボランティア元年、
東日本大震災はソーシャルネットワーク元年

（3月29日 火 20：00～20：43）

─ 東京女子大学教授 広瀬弘忠氏



震災後に役立った情報とは
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震災後に役立った情報とは？

•友人・知人の安否確認（「余震なう」含む）
•ライフライン情報（給水、避難所、炊き出しなど）
•被災状況（立入禁止、通行止など）
•原発関連（放射線測定値、NHKの会見など）
•店舗情報（営業時間、商品の入荷状況など） 
•市区町村の広報（学校、ゴミ、災害対策など）
•不足物資（避難所、病院など）

39
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震災後に役立った情報とは？

•知りたいことは、なによりも「居住地域」の情報
•防災無線が機能しない状況では、
コミュニティFMや市区町村のアナウンスを
拡散できる点が便利

被災や復旧の度合いで、状況が刻々と変化するため
Twitterから得られる情報が有用だと実感

40



ソーシャルメディアを中心とする
Webのよい点、残念な点
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ソーシャルメディアを中心とするWebのよい点、残念な点

スピード

•知りたい情報に、ほぼリアルタイムでリーチ

•こまめにチェックできる状況かどうかがキモ
•一次ソース自体の発信が遅いと、手が打てない
※ 特に「原発関連」とか「原発関連」とか「原発関連」とか

42
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ソーシャルメディアを中心とするWebのよい点、残念な点

地域性

•マスメディアでは流れない、地域限定の情報

•地元在住の人とつながっていることが前提
•情報の正確さが担保されないことも

43
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ソーシャルメディアを中心とするWebのよい点、残念な点

正確性

•短縮URLで一次ソースへのリンクを付加•公式RTなら、削除も容易
•発言者や内容が信用できるのかの判断が必要
•非公式RTをした人が、「発言取り消し」や
「ごめんなさい」ツイートもRTするとは限らない
•デマや不安を煽る情報ほど、拡散されやすい？
※「虚構新聞」さんは、ネタとしては面白いが...

44
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ソーシャルメディアを中心とするWebのよい点、残念な点

拡散・伝播

•現場の生の声を個人レベルで発信できる•インフラの問題がなければ、通話よりも容易
•単に感情の吐露になってるかも
※そもそも、気持ちをフラットに保つのが大変で

•サーバーダウンやメンテナンス時にどうする？
•非公式RTの場合、情報の鮮度が不明に
※非常時ほど、日時の記述が必須であることを実感

45
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ソーシャルメディアを中心とするWebのよい点、残念な点

公平性

•Twitterは、閲覧のみならアカウント不要•モバイル環境から利用できる

•要ログインのmixi、実名必須のFacebookは
地方や田舎でどこまで有効？
•そもそも、サービス利用者の年代に偏りがある

46
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ソーシャルメディアを中心とするWebのよい点、残念な点

•APIの利用で、より便利なサービスを構築•ニーズとシーズを結びつけやすい

サービスの拡張性

• 同種の情報サイトや支援サイト、ハッシュタグが乱立し、
けっきょく「どこを見ればいいの？」状態

47



これからのソーシャルメディアに望むこと
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ソーシャルメディア（Web含む）の利活用で、これから望むこと

•万一に備えて、テキスト主体のテンプレートを
サイトごとに用意するのもアリ
※ 3G回線でもサクサク見られると、かなり便利

•正しい（有益な）情報の拡散を
※ 節電ポスターの「被災地へ電気を」や「自粛」ムードに
　 違和感が...

•できる限り、重複情報、重複サービスの回避を
•「がんばろう」がつらい人もいる
※ すでに頑張ってる、これ以上はムリ、という意見も

49



まとめ
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まとめ

非常時は過敏な反応が起こりがちで、
気持ちをフラットに保つことすら大変

ソーシャルメディアをどう利用するかは、
まずリテラシーやモラルが問われる

必要とされるものが何かを適切に判断した上で
ニーズに則した情報やサービスを提供することが
Webづくりに関わるわたしたちにできること

個人としても、Webを活用して正確な情報を入手し、
周りに伝えてあげることが大切

51



「ヤマアラシのジレンマ」におちいることなく、
これまでのこと、これからのことを、

周りの人たちと、また、ソーシャルメディア上で、
率直に語り合うことが大切と考えます



ありがとうございました


